
 

 

 

1. 目 的 

ボランティア学習や福祉教育は、多様な人や活動との出会いと関わりのなかで、社会課

題・福祉課題に気づき、それを変革しようとする学びであり、自発性や社会性、市民性が

育まれる大切な機会です。 

特に子どもたちへのボランティア学習・福祉教育については、高齢者や障害者などへの

理解を深める講座や体験学習を中心に学校と社協が連携しながら進めてきています。 

今回のセミナーでは、アイマスク体験や高齢者疑似体験などの体験学習における効果的

なふり返りについて、お互いの実践をもとに考え、学び合います。 

また、学校や社協の専門性や社会的役割の違いを認識し、それぞれの特色や役割を活か

しながら、ボランティア学習・福祉教育への理解を深め、相互の協働によるより良い実践

につなげることをめざします。 

2. 主 催 沖縄県社会福祉協議会（沖縄県ボランティア・市民活動支援センター） 

3. 後 援 沖縄県教育委員会（予定） 

4. 日 時 10 月 10 日（金） 13：30～17：00（受付 13 時～） 

5. 場 所 沖縄県総合福祉センター西棟４階 第 5･6･7 会議室 

6. 参加費 一人 3,000 円（税込） 

7. 対 象  

(1) 市町村社会福祉協議会 担当職員 

(2) 県内小・中・高校・特別支援学校教職員及び教育委員会職員 

(3) 子ども向け体験学習プログラムを提供する市民活動団体（NPO・ボランティア団体） 

8. 定 員 60 名 ※9 月 26 日（金）までにお申し込みください。定員に達し次第受付を終了します。 

9. 日 程 

13:00  13:30   13:45                                          （終了）17：00 

受
付 

開
会 

オープ

ニング 

実習 

「ふり返りの時の工夫と

課題の分かち合い」 

講義 

「効果的なふりかえり

のポイントとは？」 

実習 

「ふりかえりのファシ

リテーション実習」 

クロー

ジング 

※内容や時間を若干変更することがあります。 

10. 内 容 今セミナーでは、以下の内容について学び合います。 

(1) 学習者（子ども）の学びを深めるためのふり返りとは何か。 

(2) 指導者として、学習者（子ども）の「自由な気づき」をどう受け止め、ねらいに近づ

けていくのか。 

(3) 疑似体験のねらいについて再考する。 

ボランティア学習・福祉教育セミナー2014 
～効果的なふり返り（リフレクション）を考える～ 

開 催 要 項 

リフレクションとは？ 

自らの行為をふりかえり、自己の内面

に深く対峙しながら成長という軌跡を

たどること。学びを深化させる行為。 



■振込み先：琉球銀行 石嶺支店   ■支 店：３２３   

■普通口座：No．３１６１１６        ■名 義：フク．オキナワケンシャキョウ 

 ※振り込み手数料はご負担ください。 

11. 講師 川中大輔 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 申込について 

別紙「申込書」を記載し、本会へ FAX にてお申し込みください。 

申込書を送る 

●申し込みと同時に、下記の口座へ振込をお願い致します。 

・振込後の参加費は返金致しません（開催の延期・中止の場合を除く）。 

・申込後、キャンセルされる場合は、速やかに本会（℡：098-884-4548）に、ご連絡

ください。 

・領収書の発行は予定しておりませんが、必要な場合は予め本会へご連絡ください。 

 

参加費を振込む 

 

 

 

 

13. 個人情報の取り扱いについて 

「参加申込書」に記載された個人情報は、当研修会の運営管理の目的にのみ利用させてい

ただきます。なお、当研修会で配布する名簿にお名前と団体名を記載いたします。 

 

14. その他 

・駐車場が限られています。同じ団体の方々など、乗り合わせての来場をお願いいたしま

す。また会場が混雑している場合は、詰め込み駐車となりますのでご了承ください。 

・お茶を準備いたします。どうぞマイカップ持参に御協力ください。 

【略歴】 

 ファシリテーター。神戸生まれ。1998 年から青少年支援（野外教育や不登校児童支

援等）、環境、まちづくり、市民活動支援の市民活動に参加し、2003 年に「市民とし

ての意識と行動力」を育む学びの場をつくるシチズンシップ共育企画を設立、現在、

同代表。全国各地で市民教育や協働まちづくり、NPO マネジメントのワークショップ

を担当（年 90 本程度）。2006 年より「教育ファシリテーター講座」を開催している。 

 2012 年度から 2 年間、任期付専任教員として立命館大学でサービスラーニング科目

を受け持った。現在、同志社大学大学院総合政策科学研究科・大阪樟蔭女子大学大学

院人間科学研究科・甲南大学非常勤講師、兵庫県立御影高校特別非常勤講師なども務

める。日本シティズンシップ教育フォーラム(J-CEF)運営委員・事務局長、(特活)まち

なか研究所わくわく理事、(公財)京都市ユースサービス協会企画委員、(一財)大阪府男

女共同参画推進財団理事、神戸市協働と参画のプラットホーム協働コーディネーター

ほか公職多数。 

 共著に『学校ボランティアコーディネーション』（筒井書房、2009 年）、『ソーシャ

ル・イノベーションが拓く世界』（法律文化社、近刊）。 



・参加申込書は県ボランティア・市民活動支援センターHP：http://volunchu.net/からも

ダウンロードできます。 

・台風接近により、公共共通機関がストップした場合や、その他の影響により研修会の開

催ができない場合は、延期または中止致します。（延期・中止のお知らせは下記の HP な

どでお知らせいたします。） 

 

15. 申込先及び問合せ先 

沖縄県社会福祉協議会・県ボランティア・市民活動支援センター  

 TEL：098-884-4548／ FAX：098-884-4545 

 〒903‐8603 那覇市首里石嶺町４－３７３－１  

 E-mail：vol@okishakyo.or.jp  HP：「ボランチュねっと」 http://volunchu.net/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市内線（那覇バス） 

 １３番：石嶺おもろまち線 「県総合福祉センター」停留所下車 

 ８番：首里城下町線、 ９番：小禄石嶺線 １１番：安岡線、１７番：石嶺開南線※「石嶺営業所」で下車、東方へ約500m  

 （徒歩で約5～6分） 

■市外線（那覇バス） 

 ２５番：普天間空港線、 ３３番：糸満西原線、 ９７番：琉大線 ※「厚生園入口」停留所で下車、南方へ約800m（徒歩で約7分～8分） 

■モノレール 

「首里駅」下車、首里りうぼう向けへ約2.5km。市内線バス「8番」（首里城下町線）を利用 

★沖縄県総合福祉センター： 

 〒903-8603那覇市首里石嶺町 4-373-1（管理運営委託：社会福祉法人 沖縄県社会福祉協議会） 

 http://www.okishakyo.or.jp/center/  Tel:098-882-5811   


